
千葉県農業共済組合

安心のネットワーク

CONTENTS
第10回通常総代会開催
収入保険 保険料の補助があります

No.16

2024

夏

パターン②



承認された議案と要旨
第１号議案
令和５年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益
計算書、剰余金処分案及び不足金処理案について
　引受総共済金額 6,983億6,016万円
　支払総共済金 26億8,746万円

第2号議案
令和６年度事業計画書及び業務収支予算書について
　引受総共済金額 7,018億7,131万円

第3号議案
令和６年度事務費賦課額及び徴収方法について
　事務費賦課金総額 8億7,667万7千円

第4号議案
役員報酬、ＮＯＳＡＩ部長報酬及び顧問手当について
　役員報酬　通常報酬 1,020万円以内
　ＮＯＳＡＩ部長報酬 1,601万4千円以内
　顧問手当 184万8千円以内

第5号議案
余裕金預入先指定について
　農林中央金庫、農業協同組合、千葉銀行、ゆうちょ銀行
　を含む８金融機関

第6号議案
借入金最高限度額について
　借入金最高限度額　20億円
　借入先　本組合余裕金預入先金融機関、
　　　　　農林漁業信用基金及び全国農業共済協会
第7号議案
事業規程の一部改正について
　家畜共済（死亡廃用共済及び疾病傷害共済）の
　分納条件の緩和

第8号議案
農作物共済危険段階別共済掛金率の設定につ
いて

第9号議案
果樹共済危険段階別共済掛金率の設定について

第10号議案
職員退職給与規則の一部改正について

第11号議案
千葉県農業共済組合における実施体制の改
善計画について
　役員体制、法令等遵守態勢、効率的な運営の推進

附帯決議

片
岡
　茂 

（
白
子
町
）

　総
代
、N
O
S
A
I
部
長
又
は
損
害
評
価
員
と
し
て
、勤
続
年
数
が
６
年

以
上
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
て
、農
業
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協

力
し
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

　役
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が

12
年
以
上
に
亘
る
も
の
で
あ
って
、

顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

第
２
号
表
彰(

1
名)

第
１
号
表
彰（
26
名
）

　生
産
団
体
又
は
損
害
防
止
等

業
務
に
挺
身
す
る
等
、事
業
の
普

及
進
展
に
特
に
顕
著
な
功
績
を

収
め
ら
れ
た
方
。

第
３
号
表
彰(

1
名)

旭
市
養
豚
推
進

協
議
会

 

（
旭
市
）

　受
賞
さ
れ
た
方
に
、心
よ
り
お
祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　（順
不
同
　敬
称
略
）

大
木
　敏
浩 

（
千
葉
市
）

嶌
田
　
　薫 

（
千
葉
市
）

藤
野
　正
一 

（
市
原
市
）

戸
山
　和
美 

（
市
原
市
）

古
川
　清
一 

（
市
原
市
）

吉
川
　勝
己 

（
市
原
市
）

小
泉
　勝
彦 

（
袖
ケ
浦
市
）

能
星
　六
雄 

（
君
津
市
）

椎
熊
　善
美 

（
富
津
市
）

金
木
　郁
男 

（
鋸
南
町
）

鈴
木
　幸
男 

（
館
山
市
）

小
澤
　欽
一 

（
南
房
総
市
）

大
久
保
　稔 

（
鴨
川
市
）

齋
藤
　
　直 

（
い
す
み
市
）

白
鳥
　重
和 

（
御
宿
町
）

深
山
　
　勝 

（
茂
原
市
）

今
井
　
　久 

（
長
南
町
）

長
谷
川
　金
一 

（
東
金
市
）

岩
澤
　政
雄 

（
山
武
市
）

秋
葉
　良
照 

（
山
武
市
）

小
山
　智
江
子 

（
横
芝
光
町
）

鈴
木
　
　平 

（
横
芝
光
町
）

秋
山
　菊
次 

（
匝
瑳
市
）

成
毛
　基
広 

（
旭
市
）

川
口
　誠
一 

（
旭
市
）

篠
塚
　政
充 

（
香
取
市
）

令
和
６
年
度 

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰
名
簿

一組合化後初めて全総代が参集されました

　

令
和
６
年
６
月
21
日
、
本
組
合
中
央
家
畜

診
療
所
（
市
原
市
）
に
て
第
10
回
通
常
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
一
組
合
化
後
初
め

て
全
総
代
が
一
会
場
に
参
集
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
1
3
2
人
中
、
本
人
出
席
43
人
、
書
面

出
席
88
人
、
合
計
1
3
1
人
の
総
代
に
よ
る

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
組
合
を
代
表
し
、
菊
地
幸
雄
組

合
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
来
賓
の
方
々
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
多
古
町
の
菅
澤
勝
則
総
代
が
選

任
さ
れ
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和

６
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
全
11
議
案
に
つ
い

て
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来賓
千葉県農林水産部
団体指導課
海
かいほう

宝　敦
あつし

経営支援室長

来賓
関東農政局
千葉県拠点
島
しまだ

田　敏
としお

男
総括農政推進官

来賓
全国農業共済協会
安
やすだ

田　禎
よしひと

仁
企画研修部長

議事を進める菅
すがさわ

澤　勝
かつのり

則 総代 挨拶する菊
きくち

地　幸
ゆきお

雄 組合長

第10回 通常総代会開催
全11議案を可決・承認
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承認された議案と要旨
第１号議案
令和５年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益
計算書、剰余金処分案及び不足金処理案について
　引受総共済金額 6,983億6,016万円
　支払総共済金 26億8,746万円

第2号議案
令和６年度事業計画書及び業務収支予算書について
　引受総共済金額 7,018億7,131万円

第3号議案
令和６年度事務費賦課額及び徴収方法について
　事務費賦課金総額 8億7,667万7千円

第4号議案
役員報酬、ＮＯＳＡＩ部長報酬及び顧問手当について
　役員報酬　通常報酬 1,020万円以内
　ＮＯＳＡＩ部長報酬 1,601万4千円以内
　顧問手当 184万8千円以内

第5号議案
余裕金預入先指定について
　農林中央金庫、農業協同組合、千葉銀行、ゆうちょ銀行
　を含む８金融機関

第6号議案
借入金最高限度額について
　借入金最高限度額　20億円
　借入先　本組合余裕金預入先金融機関、
　　　　　農林漁業信用基金及び全国農業共済協会
第7号議案
事業規程の一部改正について
　家畜共済（死亡廃用共済及び疾病傷害共済）の
　分納条件の緩和

第8号議案
農作物共済危険段階別共済掛金率の設定につ
いて

第9号議案
果樹共済危険段階別共済掛金率の設定について

第10号議案
職員退職給与規則の一部改正について

第11号議案
千葉県農業共済組合における実施体制の改
善計画について
　役員体制、法令等遵守態勢、効率的な運営の推進
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白
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農業共済組合の運営組織
「
農
業
保
険
制
度
」と
は

　
農
業
保
険
制
度
は
、農
業
保
険
法（
昭
和
22
年
12
月
15
日

法
律
第
１
８
５
号
）に
基
づ
き
、自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
農

業
者
が
受
け
る
損
失
を
補
填
す
る「
農
業
共
済
制
度
」と
、

農
産
物
の
収
入
減
少
を
補
填
す
る「
収
入
保
険
制
度
」か
ら

な
る
、国
の
公
的
保
険
制
度
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
I
部
長
等
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、大
切
な
役
割
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、今
後
も
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
職
員
も
よ
り
一
層
組
合

員
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。

組合員

損害評価員

損害評価会委員

選挙 推薦・選任推薦

選任

選任 委嘱任免 選任
総代

（意思決定機関）

理事（組合長）

職員

ＮＯＳＡI部長

監事

　
組
合
員
の
代
表
で
す
。農

業
共
済
組
合
の
総
代
会
を
構

成
し
、事
業
計
画
や
予
算
な
ど
組
合
運
営

の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
役
割
で
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
４
月
か
ら

２
０
２
６
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
）

総
代
定
数（
１
３
4
人
）

　
組
合
業
務
の
執
行
状

況
や
財
務
状
況
を
監
査

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
７
月
か
ら

２
０
２
６
年
６
月
ま
で
の
３
年
間
）

監
事（
４
人
）

　
組
合
運
営
の
執
行
機

関
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
７
月
か
ら

２
０
２
６
年
６
月
ま
で
の
３
年
間
）

理
事（
14
人
）

　
理
事
が
業
務
執
行
す

る
上
で
、そ
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

職
員（
２
６
２
人
）

　
組
合
員
と
農
業
共
済
組
合

を
結
ぶ
重
要
な
役
割
で
す
。

　
地
域
の
事
情
に
精
通
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
I

と
組
合
員
と
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て

共
済
加
入
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
や
広

報
紙
の
配
布
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

（
４
８
４
０
人
）

　
災
害
が
発
生
し
た
時
の
損

害
評
価
が
任
務
で
す
。共
済

金
支
払
い
の
基
と
な
る
重
要
な
役
割
で

す
。ま
た
、損
害
防
止
の
指
導
や
適
切
な

基
準
収
穫
量
の
設
定
の
協
力
を
す
る
な

ど
、共
済
事
業
を
進
め
る
要
で
す
。

損
害
評
価
員（
７
８
９
人
）

　
損
害
の
防
止
及
び
損
害
の

認
定
に
関
す
る
重
要
事
項
を

調
査
審
議
す
る
ほ
か
、評
価
地
区
ご
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
の
調
査
を
行
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員（
32
人
）

令和5年度事業実績と令和6年度事業計画
令和6年度事業計画令和5年度事業実績

引受面積 2,698,182ａ

共済金額 199億950万円

引受頭数 652,862頭

共済金額 211億5,040万円

引受面積 6,205ａ

共済金額 10億2,863万円

引受棟数 24,844棟

共済金額 281億3,682万円

引受棟数 85,045棟

共済金額 6,299億3,869万円

引受口数 11口

共済金額 1,100万円

引受面積 10,777ａ

引受箱数 22.5箱

共済金額 1,274万円

引受面積 2,901,971ａ
共済金額 215億2,547万円
支払共済金 4,523万円

引受頭数 660,645頭
共済金額 204億2,303万円
支払共済金（死廃） 15億5,481万円
支払共済金（病傷） 5億4,547万円

引受面積 6,082ａ
共済金額 10億1,169万円
支払共済金 1,612万円

引受面積 14,607ａ
引受箱数 21.0箱
共済金額 1,651万円
支払共済金 294万円

引受棟数 24,421棟
共済金額 278億6,306万円
支払共済金 1億1,661万円

引受棟数 84,651棟
共済金額 6,259億9,869万円
支払共済金 3億3,035万円

引受口数 11口

共済金額 1,100万円

家畜共済
牛・豚

畑作物
共済

大豆・蚕繭

園芸施設
共済

果樹共済
うんしゅう
みかん・なし

引受台数 1,308台

共済金額 16億8,353万円

共済金額 7,018億7,131万円

引受台数 967台
共済金額 15億1,071万円
支払共済金 7,593万円

共済金額 6,983億6,016万円
支払共済金 26億8,746万円

農機具
共済

合　計

農作物
共済
水稲・麦

保管中
農産物

補償共済

建物
共済
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農業共済組合の運営組織
「
農
業
保
険
制
度
」と
は

　
農
業
保
険
制
度
は
、農
業
保
険
法（
昭
和
22
年
12
月
15
日

法
律
第
１
８
５
号
）に
基
づ
き
、自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
農

業
者
が
受
け
る
損
失
を
補
填
す
る「
農
業
共
済
制
度
」と
、

農
産
物
の
収
入
減
少
を
補
填
す
る「
収
入
保
険
制
度
」か
ら

な
る
、国
の
公
的
保
険
制
度
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
I
部
長
等
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、大
切
な
役
割
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、今
後
も
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
職
員
も
よ
り
一
層
組
合

員
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。

組合員

損害評価員

損害評価会委員

選挙 推薦・選任推薦

選任

選任 委嘱任免 選任
総代

（意思決定機関）

理事（組合長）

職員

ＮＯＳＡI部長

監事

　
組
合
員
の
代
表
で
す
。農

業
共
済
組
合
の
総
代
会
を
構

成
し
、事
業
計
画
や
予
算
な
ど
組
合
運
営

の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
役
割
で
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
４
月
か
ら

２
０
２
６
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
）

総
代
定
数（
１
３
4
人
）

　
組
合
業
務
の
執
行
状

況
や
財
務
状
況
を
監
査

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
７
月
か
ら

２
０
２
６
年
６
月
ま
で
の
３
年
間
）

監
事（
４
人
）

　
組
合
運
営
の
執
行
機

関
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

（
任
期：
２
０
２
３
年
７
月
か
ら

２
０
２
６
年
６
月
ま
で
の
３
年
間
）

理
事（
14
人
）

　
理
事
が
業
務
執
行
す

る
上
で
、そ
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

職
員（
２
６
２
人
）

　
組
合
員
と
農
業
共
済
組
合

を
結
ぶ
重
要
な
役
割
で
す
。

　
地
域
の
事
情
に
精
通
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
I

と
組
合
員
と
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て

共
済
加
入
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
や
広

報
紙
の
配
布
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

（
４
８
４
０
人
）

　
災
害
が
発
生
し
た
時
の
損

害
評
価
が
任
務
で
す
。共
済

金
支
払
い
の
基
と
な
る
重
要
な
役
割
で

す
。ま
た
、損
害
防
止
の
指
導
や
適
切
な

基
準
収
穫
量
の
設
定
の
協
力
を
す
る
な

ど
、共
済
事
業
を
進
め
る
要
で
す
。

損
害
評
価
員（
７
８
９
人
）

　
損
害
の
防
止
及
び
損
害
の

認
定
に
関
す
る
重
要
事
項
を

調
査
審
議
す
る
ほ
か
、評
価
地
区
ご
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
の
調
査
を
行
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員（
32
人
）

令和5年度事業実績と令和6年度事業計画
令和6年度事業計画令和5年度事業実績

引受面積 2,698,182ａ

共済金額 199億950万円

引受頭数 652,862頭

共済金額 211億5,040万円

引受面積 6,205ａ

共済金額 10億2,863万円

引受棟数 24,844棟

共済金額 281億3,682万円

引受棟数 85,045棟

共済金額 6,299億3,869万円

引受口数 11口

共済金額 1,100万円

引受面積 10,777ａ

引受箱数 22.5箱

共済金額 1,274万円

引受面積 2,901,971ａ
共済金額 215億2,547万円
支払共済金 4,523万円

引受頭数 660,645頭
共済金額 204億2,303万円
支払共済金（死廃） 15億5,481万円
支払共済金（病傷） 5億4,547万円

引受面積 6,082ａ
共済金額 10億1,169万円
支払共済金 1,612万円

引受面積 14,607ａ
引受箱数 21.0箱
共済金額 1,651万円
支払共済金 294万円

引受棟数 24,421棟
共済金額 278億6,306万円
支払共済金 1億1,661万円

引受棟数 84,651棟
共済金額 6,259億9,869万円
支払共済金 3億3,035万円

引受口数 11口

共済金額 1,100万円

家畜共済
牛・豚

畑作物
共済

大豆・蚕繭

園芸施設
共済

果樹共済
うんしゅう
みかん・なし

引受台数 1,308台

共済金額 16億8,353万円

共済金額 7,018億7,131万円

引受台数 967台
共済金額 15億1,071万円
支払共済金 7,593万円

共済金額 6,983億6,016万円
支払共済金 26億8,746万円

農機具
共済

合　計

農作物
共済
水稲・麦

保管中
農産物

補償共済

建物
共済
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/ご加入は今です /

農業経営収入保険の保険料が補助されます

県補助金「千葉県収入保険加入推進事業」

農業経営収入保険に加入してもしもの時の安心を

市場価格の低下 自然災害などで
減収

災害で
作付けできない

ケガや病気で
収穫できない

倉庫の浸水被害 取引先の倒産 盗難や
運搬中の事故

為替の変動で
収入減

農業者の経営努力では避けられない様々なリスクによる収入減少を補償します。

DOWN

DOWN

●青色申告を行っている農業者にご加入いただけます。
●保険期間の開始前に加入申請が必要です。保険期間：（個人）１月～１２月／（法人）事業年度の１年間

収入保険は、発足して６年目になります。農業共済と同様に、収入保険も国が補償する
公的保険であり、保険料の一部は国による補助があります。

千葉県農業共済組合　本所　収入保険部
電話：043-245-7447
mail：income@nosai-chiba.or.jp

最寄りのNOSAI支所・センターでも
随時ご相談を受け付けております。

ホームページ 千葉県収入保険加入推進事業

千葉県
農林水産部
団体指導課

最大２万円
保険料の金額によって異なります

令和６年度中に
新規加入する方
※保険料の補助は加入内容によって異なりますので、お近くのＮＯＳＡＩまでご相談ください。

収入保険メモ

詳しいお問い合わせ・ご相談は 千葉県の補助金については
県ホームページをご覧ください
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損
害
評
価
は
、
刈
取
り
前
の

損
害
評
価
は
、
刈
取
り
前
の

被
害
申
告
が
必
要
で
す

被
害
申
告
が
必
要
で
す

　
加
入
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
被
害
状
況
を
把
握
し
、

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
被
害
申
告
を
忘
れ

ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
各
支
所
よ
り
損
害
評
価

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
指
定
期
日
ま
で
に
被

害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

稲穂より高く、圃場の中
（道路側）に立てる。

圃場と圃場の間でどの
立て札かわからない。
圃場の中に立っていない。

農道 農道
良い例 悪い例

被害申告は刈取り前に
水稲共済

対
象
の
共
済
事
故

被
害
申
告
の
注
意
点

被
害
申
告
の
目
安

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、

雹
害
、
火
災
、
病
害
、
虫

害
、
鳥
獣
害
、
そ
の
他
気

象
上
の
災
害

（
地
震
及
び
噴
火
を
含
む
）　

※
薬
害
等
の
人
為
的
な

　
災
害
は
含
み
ま
せ
ん

　
刈
取
り
後
の
被
害
申
告
は
、
損
害
評
価
が
で

き
な
い
た
め
、
受
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
急
な
被
害
申
告
に
は
、
損
害
評
価
員
が
対
応

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
期
日

ま
で
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
の
あ
っ
た
圃
場
は
、
正
確
な
番
地
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
誤
っ
た
番
地
で
申
告
さ
れ

ま
す
と
被
害
圃
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
適

切
な
現
地
評
価
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
立
札
の
設
置
は
、
被
害
圃
場
の
確
認
や
現
地

評
価
に
重
要
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
い
、
わ

か
り
や
す
い
位
置
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※
一
筆
半
損
特
約
（
特
約
を
付
加
し
た
方
）

　
・
筆
ご
と
に
5
割
以
上
の
被
害
が
見
込
ま
れ
る
と
き

※
一
筆
全
損
特
例
（
す
べ
て
の
加
入
方
式
に
自
動
付
加
）　

　
・
筆
ご
と
に
全
損
と
見
込
ま
れ
る
と
き

ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）による被害

半相殺
方式

全相殺
方式

地域イン
デックス
方式

農
家
ご
と
の
被
害
耕
地
に
係
る
減
収

量
の
合
計
が
選
択
し
た
補
償
割
合
に

応
じ
、
総
基
準
収
穫
量
の
2
割
、
3

割
、
4
割
を
超
え
る
と
き

農
家
ご
と
の
減
収
量
が
選
択
し
た
補

償
割
合
に
応
じ
、
総
基
準
収
穫
量
の

1
割
、
2
割
、
3
割
を
超
え
る
と
き

農
家
ご
と
の
統
計
単
位
地
域
ご
と
に

当
年
産
の
統
計
単
収
が
基
準
単
収
の

1
割
、
2
割
、
3
割
を
超
え
る
と
き

　

ご
加
入
の
引
受
方
式
・
補
償
割
合
な
ど

は
、
6
月
に
発
送
し
た
「
水
稲
共
済
加
入

承
諾
書
兼
納
入
通
知
書
」
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。
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 台風への備えをしましょう

 台風シーズン到来前にもしもの備えを

果樹共済

園芸施設共済

収
入
保
険
と
樹
体
共
済
の

セ
ッ
ト
加
入
が
お
す
す
め

な
し
技
術
対
策

　
果
樹
共
済
は
、
果
実
を
補
償
す
る

「
収
穫
共
済
」
と
、
樹
体
を
補
償
す

る
「
樹
体
共
済
」
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
を
は
じ

め
、
収
穫
共
済
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
販
売
収
入
の
低
下
も
補
償
し
ま
す
。

〈
塩
害
・
潮
害
対
策
〉

　

塩
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
事
前

に
真
水
を
準
備
し
て
お
き
、
台
風
通
過

後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
動
力
噴
霧
器

等
で
大
量
の
水
を
散
布
し
、
葉
に
付
着

し
た
塩
分
を
洗
い
流
す
。

〈
事
後
の
対
策
〉

①
園
内
の
排
水
に
心
が
け
る

②
葉
の
損
傷
の
激
し
い
園
で
は
、
防
除

指
針
に
従
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
殺

菌
剤
を
散
布

③
落
下
し
た
果
実
は
早
め
に
処
分

④
枝
折
れ
し
た
ら
、
そ
の
基
部
か
ら
切

断
し
切
り
口
に
保
護
剤
等
を
塗
布

※
事
後
対
策
の
作
業
は
雨
風
が
お
さ

ま
っ
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
台
風

通
過
後
も
水
路
の
増
水
や
傾
斜
地
で

の
土
砂
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
は
毎
年
日
本
に
襲
来
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
、
営
農

を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
被
害
へ
の
備
え
と
し
て

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
ご
要
望
に
合
っ
た
プ
ラ

ン
を
提
案
し
ま
す
。
お
見
積
り
や
加
入
の
ご
相

談
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
事
前
の
備
え
〉

①
棚
の
揺
れ
や
す
い
箇
所
に
揺
れ
止

め
を
設
置

頻
発
す
る
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

大
切
な
ハ
ウ
ス
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
収
穫
が
終
わ
っ
た
ら
早
急
に
防
災

網
を
片
付
け
る

③
防
風
垣
、
防
風
網
の
補
強
整
備

④
主
枝
・
亜
主
枝
・
側
枝
を
棚
へ
結

束
⑤
雨
水
が
滞
水
し
な
い
よ
う
整
備

台風による落果被害

台風による被害

詳細はコチラ
千葉県　園芸施設共済 検 索

（万円）
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共済金支払い状況（千葉県）

被害棟数 共済金
（棟）
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①A・Bの写真２枚を添付し、題名に名前、死亡月日を記入
　（例）共済農場　7月1日死亡
②家畜診療所にメール送信
③個体識別センターに死亡届を提出　
④死亡牛引き取りを業者に依頼

牛の引受がはじまります牛の引受がはじまります

画
像
認
定
で
き
ま
す

画
像
認
定
で
き
ま
す

 メールで死亡牛の写真を送ってください
家畜共済

A　全身の写真　 B　耳標の写真

　職員の到着を待たずとも死亡牛の搬出が可能となることは衛生上の
観点からもメリットが大きいです。ぜひ画像認定をご活用ください。

注１）写真送付前に耳標が読めるか確認をお願いします。
注２）家畜診療所より受付完了メールが来るまで画像の保管をお願い

します。
注３）「母牛の死亡に伴う胎子死」を含む胎子の死亡は従来通り現地確

認が必要です。
注４）種豚・肉豚についても画像認定は可能ですが詳細な規定が多く

あります。
　　　詳しくは最寄りの家畜診療所までお問い合わせください。

～牛トレーサビリティ確認のお願い～　
出生、異動（転出・転入）、死亡の情報は

掛金等に影響しますので、
いつも以上に速やかな届出をお願いします。

死亡事故発生！
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とってもお得な
２か月無料試し読みキャンペーン実施中

年間 5,520円購読料
月4回発行！月4回発行！

水曜日に
発行します！

ご自宅に
郵送
ご自宅に
郵送 します！

毎号

お得！お得！
購読料は、
年間一括払い（年極め）が

今週のヘッドラインを
ご覧いただけます。

（送料込み）

営農と暮らしに役立つ情報を
毎週ご覧いただけます！

・ ・ ・ ・ ・

一
面

　
先
進
的
な
農
業
経
営
や
地
域
振

興
の
事
例
な
ど
、生
産
現
場
の
旬

の
話
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。農
政
問

題
や
著
名
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
も
掲
載
し
ま
す
。

総
合
面

　
１
週
間
分
の
農
政
の
動
き
を
ま

と
め
て
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
、生

産
現
場
の
視
点
で
問
題
提
起
を
し

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

農
業
保
険
／
収
入
保
険
面

　
第
１
週
は
収
入
保
険
を
、第
３

週
は
農
業
保
険
を
、第
４
週
は
各

地
で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

を
紹
介
し
ま
す
。獣
医
師
に
よ
る
コ

ラ
ム
も
好
評
で
す
。

す
ま
い
る
面

　
暮
ら
し
の
道
具
や
本
の
紹

介
や
動
物
の
話
な
ど
、家
族
で

楽
し
め
る
企
画
満
載
で
す
。

営
農
技
術
・
資
材
面

　
低
コ
ス
ト
化
や
災
害
回
避
、

安
定
収
入
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、明
日
か
ら
使
え
る
技
あ
り

情
報
を
紹
介
し
ま
す 

。

地
方
面
「
関
東
版
」

　
第
１・２・３
週
号
は
、関
東

各
都
県
よ
り
身
近
な
話
題
を

発
信
し
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
や
、農
業
技

術・経
営
及
び
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
な
ど
、地
元
農
家
や
地

域
密
着
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

　
関
東
各
都
県
で
連
携
し
た

特
集
記
事
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

興味深い内容ばかり！
週刊紙なら作業の合間にも読
めそうだ。
実際の内容が気になるけど、
有料購読の前にお試しで読め
ないかなぁ。

そんな時は、２か月無料の試し
読みをご利用ください。
無理な勧誘はありません。
お申し込みは、最寄りのＮＯＳ
ＡＩまたはホームページでも受
付しています。
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市
原
市
　
馬
立

じ
ゅ
り
菜さ
い

ふ
ぁ
ー
む
　
　
代
表
　
相あ

い
た田 

樹じ
ゅ
り里

さ
ん

農
業
女
子
、
地
域
に
新
し
い
風
を

　
「
直
売
で
し
か
味
わ
え
な
い
、
朝
採
れ
の
美
味
し
い

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

話
す
の
は
、
じ
ゅ
り
菜
ふ
ぁ
ー
む
代
表
の
相
田
樹
里

さ
ん
（
30
）。

　

市
原
市
に
約
５
㌶
の
畑
を
借
り
て
、
夏
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
ピ
ー
マ
ン
、
冬
は
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
年
間
を

通
し
て
様
々
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
主
力
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、「
白
い
お
お
も
の
」
が
一
番
人
気

で
、
実
が
真
珠
の
よ
う
に
白
く
美
し
く
食
味
も
果
物

の
よ
う
に
甘
い
と
好
評
で
す
。

　

毎
年
６
月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
直
売
所

を
市
原
市
馬
立
に
開
い
て
い
ま
す
。
地
元
だ
け
で
な

く
県
外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
相
田
さ
ん
の

作
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
心
待
ち
に
朝
早
く
か
ら
直
売

所
に
大
勢
来
て
く
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
深
夜
０

時
の
涼
し
い
時
間
か
ら
収
穫
し
、
日
が
昇
る
前
に
は

収
穫
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
直
売
所
に
持
っ
て
い
く
ま

で
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
鮮
度
管
理
を
し
て
い
る
の
で

風
味
や
食
味
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
美
味
し
さ

の
秘
訣
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

相
田
さ
ん
は
も
と
も
と
一
般
企
業
に
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
幼
い
こ
ろ
よ
り
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元
の
自

然
の
中
で
、
直
接
お
客
様
と
関
わ
れ
る
仕
事
を
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
袖
ケ
浦
市
の
農
家
の
元
で
働
き

な
が
ら
学
び
２
０
１
９
年
４
月
に
就
農
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
口
コ
ミ
や
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
活
用
し
、
徐
々
に
知
名
度
が
上
が
り
、
そ
の
結
果

メ
デ
ィ
ア
出
演
が
で
き
て
販
路
拡
大
に
繋
が
り
ま
し

た
。
作
業
は
主
に
一
人
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

は
機
械
化
等
に
よ
り
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
「
近
年
、
異
常
気
象
や
円
安
等
に
よ
る
資
材
の
高
騰

な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
状
況
下
で
も
毎
年
食
味
の
良
い
品
種

を
探
し
栽
培
・
収
穫
方
法
を
改
良
し
て
、
よ
り
美
味

し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
今
後
も
お
客
様
に
届
け
て
い

き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲天候の影響により収穫時期が遅れているが、今年も無事収穫できそうです

▲「お近くにお越しの際はぜひお立ち寄
りください」と相田さん

▲左から「甘々娘」と「白いおおもの」。
珍しい品種を栽培しています

じゅり菜
さ い

ふぁーむ

P
パ ク チ ー

AKUCI S
シ ス タ ー ズ

ISTERS

住所　市原市馬立９１６－１（旧山中農機商会跡地）
営６月上旬～７月下旬の水・土・日　9：00～11：00
詳しい販売日程はLINEにて。予約販売可。 ▲LINE
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木
更
津
市
　
十
日
市
場

の
く
ま
る
農
園
　
代
表
　
石い

し
い井 

洋ひ
ろ
き樹

さ
ん

想
い
を
受
け
継
ぎ
挑
戦
を

　

木
更
津
市
で
ナ
シ
55
㌃
を
栽
培
す
る
、
の
く
ま
る

農
園
の
石
井
洋
樹
さ
ん
（
43
）。
前
職
が
建
築
関
係

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
石
井
さ
ん
は
、
自
分
で
創

意
工
夫
が
で
き
る
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
後
継
者
を

探
し
て
い
た
前
園
主
の
元
で
研
修
を
１
年
行
い

２
０
２
１
年
に
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　

栽
培
す
る
品
種
は
、
先
代
の
頃
か
ら
人
気
の
「
豊

水
」
の
他
に
、「
幸
水
」「
新
高
」「
甘か

ん
た太
」
な
ど
８
品

種
に
わ
た
り
ま
す
。
特
に
「
甘
太
」
は
若
い
人
に
人

気
が
あ
っ
て
、「
交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
の
口
コ

ミ
で
来
て
く
れ
た
お
客
様
も
い
て
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
石
井
さ
ん
。
就
農
当
初
は
肥
培
管
理
の
面
で

苦
労
し
た
そ
う
で
、
先
代
が
残
し
た
防
除
暦
ノ
ー
ト

に
沿
っ
て
防
除
を
試
し
た
り
試
行
錯
誤
し
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
育
に
合
わ
せ
た
防
除
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
な
り
の
適
期
防
除
が
経
験
で
分
か
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。

　

先
代
か
ら
、「
石
井
く
ん
は
欲
が
あ
る
か
い
。
欲

が
な
い
と
良
い
も
の
は
作
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
言

葉
が
心
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
以
前
は
引
き

継
い
だ
園
地
を
維
持
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、

今
は
よ
り
良
い
園
地
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変

わ
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
梨
を
買
っ

て
く
れ
た
お
客
様
に
、「
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
」

と
言
わ
れ
る
の
が
嬉
し
く
、
な
に
よ
り
「
美
味
し
い

も
の
を
作
れ
ば
お
客
様
が
つ
き
ま
す
よ
ね
」
と
石
井

さ
ん
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
食
味
が
良
く
甘
み
が
強
い
千
葉

県
の
奨
励
品
種
で
あ
る
「
秋あ

き
み
つ
き

満
月
」
の
栽
培
を
増
や

す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
代
の
技
術
を

残
し
つ
つ
省
力
化
も
視
野
に
入
れ
、
果
樹
の
主
枝
を

直
線
的
に
連
結
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
な
ど
も
試
し

て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲摘果作業をする石井さん

▲園地にて▲石井さんが栽培する「甘太」など
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鎌
ケ
谷
市
　
中
沢

K-

F
a
r
m
　
社
長
　
川か

わ
む
ら村 

誠せ
い
じ司

さ
ん
・
取
締
役
　
川か

わ
む
ら村 

勇ゆ
う
き貴

さ
ん

ナ
シ
農
家
の
新
た
な
挑
戦　
多
角
的
経
営
の
秘
訣

　
５
代
続
く
ナ
シ
農
家
「
K-

F
a
r
m 

川
村
梨
園
」

を
経
営
す
る
川
村
勇
貴
さ
ん
（
37
）
は
、
ナ
シ

１
４
０
㌃
と
イ
チ
ゴ
11
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
勇

貴
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
に
保
険
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
が
、
休
日
家
業
を
手
伝
う
う
ち
に
農
家
を
継
ぐ

決
意
を
し
、
２
０
２
２
年
に
就
農
し
ま
し
た
。
父
で

あ
り
社
長
を
務
め
る
誠
司
さ
ん
（
66
）
と
相
談
し
、

新
た
に
ハ
ウ
ス
栽
培
で
イ
チ
ゴ
を
導
入
す
る
こ
と
を

決
め
、
２
０
２
４
年
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
を
本
格
的
に

開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ナ
シ
の
改
植
を
計
画
的
に
実
施
し
イ
チ
ゴ

の
規
模
を
拡
大
中
で
す
。
ナ
シ
の
管
理
を
誠
司
さ
ん

が
、
イ
チ
ゴ
の
管
理
を
勇
貴
さ
ん
が
メ
イ
ン
で
行
っ

て
い
ま
す
。
品
種
は
「
よ
つ
ぼ
し
」「
章
姫
」「
ス
タ
ー

ナ
イ
ト
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
ベ
リ
ー
ポ
ッ
プ
す
ず
」
で
す
。

将
来
的
に
は
イ
チ
ゴ
狩
り
を
計
画
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
ロ
ス
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
規

格
外
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ナ
シ
を
使
っ
た
キ
ム
チ

と
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。
ナ
シ
の
風
味

が
引
き
立
つ
よ
う
試
行
錯
誤
し
た
こ
の
商
品
は
お
客

様
に
大
変
好
評
で
す
。

　

２
０
２
２
年
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
の

K-

F
a
r
m 

C
a
f
e
を
オ
ー
プ
ン
し
、
ナ
シ
と

イ
チ
ゴ
を
メ
イ
ン
に
地
域
農
家
の
野
菜
や
加
工
品
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
併
設
す
る
直
売
所
は
年
中
無
休

に
し
て
年
間
を
通
じ
て
お
客
様
に
来
て
も
ら
え
る
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
と
し
て
誠
司
さ
ん

は
２
０
１
８
年
か
ら
子
ど
も
を
対
象
に
、
ナ
シ
狩
り

と
野
球
観
戦
を
セ
ッ
ト
に
し
た
企
画
を
行
っ
て
い
ま

す
。
川
村
農
園
で
ナ
シ
狩
り
を
し
た
後
に
、
直
売
所

近
隣
に
あ
る
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

フ
ァ
ー
ム
球
場
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア

ム
」
で
野
球
観
戦
が
で
き
ま
す
。「
ナ
シ
狩
り
を
楽
し

む
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
。

大
切
に
育
て
た
ナ
シ
を
食
べ
て
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
誠
司
さ
ん
。
今
年
も
８

月
か
ら
参
加
者
を
募
集
予
定
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
で
は
自
家

産
果
実
の
ス
ム
ー
ジ
ー
を
主
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

チ
ゴ
商
品
を
販
売
し
て
い
き
た
い
」
と
勇
貴
さ
ん
。

「
パ
テ
ィ
シ
エ
と
協
力
し
て
ナ
シ
と
イ
チ
ゴ
を
使
用
し

た
タ
ル
ト
や
ム
ー
ス
の
製
造
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
意
欲
的
で
す
。

▲K-Farm Cafeで川村さん親子

▲キッチンカーでイチゴの加工品を
　販売する勇貴さん

▼イチゴのスムージー
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家畜診療所 通
信

　
近
年
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
困
っ
て

い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。「
カ
ラ
ス
に
つ
つ

か
れ
て
ケ
ガ
を
し
た
」
と
の
診
療
依
頼
の
他
に

も
、
牛
の
餌
を
食
べ
る
、
糞
を
し
て
牛
舎
内
を
汚

す
等
、
被
害
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
は
学
習
能
力
が
高
く
、
繁
殖
期
の
3
〜

6
月
頃
は
攻
撃
性
も
高
く
な
り
危
険
で
す
。
ま

た
、
様
々
な
病
原
体
が
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
嫌
が
る
音
を
流
す
な

ど
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
も
被
害
が
減
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
新
た
な
対
策
と
し
て
カ

ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ
ー
を
導
入
し
た
南
部
家
畜
診
療

所
管
内
の
酪
農
家
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ
ー
（
山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
製
）
は
牛
に
悪
影
響
の
な
い
緑
色
の
強

い
光
線
を
水
平
軸
0°
〜

355°
の
広
範
囲
に
照
射
し
ま

す
。
本
製
品
は
4
種
類
の
パ
タ
ー
ン
を
自
動
照
射

す
る
た
め
、
予
測
し
づ
ら
く
慣
れ
に
く
い
の
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
別
売
り
の
タ
イ
マ
ー
を
使
う
こ

と
で
照
射
時
間
の
設
定
も
可
能
で
す
。

　
F
牧
場
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
、
屋
根
が

高
く
壁
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
カ
ラ
ス
が
侵
入
し

や
す
く
、
様
々
な
被
害
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
２
月
頃
に
レ
ー
ザ
ー
を
１
台
導
入
し

牛
舎
全
体
に
照
射
で
き
る
位
置
に
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
外
傷
被
害
は
出
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
I
牧
場
は
対
尻
式
の
繋
ぎ
牛
舎
で
、
F
牧
場
と

同
様
に
成
乳
牛
の
外
傷
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
育

成
・
子
牛
舎
で
の
出
入
り
が
多
く
、
餌
の
汚
染
な

ど
の
糞
害
も
あ
り
ま
し
た
。
繋
ぎ
牛
舎
と
子
牛
舎

す
べ
て
に
レ
ー
ザ
ー
が
行
き
渡
る
よ
う
に
１
台
設

置
し
、
昼
間
の
牛
舎
を
留
守
に
す
る
時
間
帯
に
の

み
照
射
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
し
て
２
週
間
ほ
ど

経
っ
た
６
月
時
点
で
は
カ
ラ
ス
の
被
害
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
今
ま

で
は
カ
ラ
ス
が
牛
舎
で
悪
さ
を
し

て
い
な
い
か
確
認
し
に
来
て
い
た
。

イ
タ
ズ
ラ
が
な
く
な
っ
て
牛
達
も

以
前
よ
り
落
ち
着
い
て
過
ご
し
て

い
る
。
レ
ー
ザ
ー
を
設
置
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

畜
産
現
場
で
は
、
カ
ラ
ス
被
害

に
困
っ
て
い
る
話
を
た
く
さ
ん
聞

い
て
き
ま
し
た
。
今
回
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ
ー
が
、
皆
さ

ん
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
酪
農

家
の
皆
様
と
と
も
に
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
部
家
畜
診
療
所

小こ
い
ず
み泉

　
萌も

え
か香

獣
医
師

新
た
な
カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ
ー

I牧場（繋ぎ牛舎）設置場所 稼働中のレーザー

カラス撃退レーザー
（山陰パナソニック株式会社製）F牧場（フリーストール）設置場所
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●卵 ･･･････････････４個
●牛乳 ･････････････ 大さじ２
●ピザ用チーズ･･････５０g
●粉チーズ
●シュウマイの皮 ････２０枚くらい
●玉ねぎ････････････１個
●ナス･･････････････ 小２個
●ピーマン･･････････ 小２個
●ミニトマト･････････ 10個
●ベーコン･･････････５０g
●オリーブオイル
●塩コショウ

❶玉ねぎは半分に切って薄切り、ナスは５ミリの半月切り、ピー
マンは種を取り長さ３センチの細切り、ベーコンは薄切りまた
は１センチの角切りにする。

❷オリーブオイルを引いたフライパンで①をしんなりするまで
炒め、塩をひとつまみ入れて軽く味をつける。

❸ボールに卵を割り入れよくほぐし、牛乳とチーズ半量を混ぜ、
ひとつまみの塩とコショウを加え②を入れる。

❹
静かに注ぎ込む。半切りのミニトマトの切り口を上にしての
せ、残りのチーズと粉チーズをふる。

❺１８０度に熱したオーブンで２０分焼く。卵液が固まりチーズが
溶けて良い焼き色がついたら出来上がり。

ポ イ ン ト

夏野菜で簡単キッシュ旬を食べよう旬を食べよう
Ｒecipe.1

１５×２０センチ程度の耐熱皿

●オーブントースターで焼く場合や途中で焦げる
場合は上にアルミホイルを被せてください。

●具材はお好みでどうぞ♪ブロッコリー、アスパラ
ガス、ズッキーニ、しめじ、ハム、ウインナー等ご
家庭にあるものでお試しください。シュウマイの
皮の代わりに餃子や春巻きの皮でもＯＫです。

●チーズとベーコンの塩分があるので、塩は控え
めに。できあがりにケチャップをかけても美味し
いです。

佐倉市ユーカリが丘のお弁当屋さん
「おべんとHarumako」オーナー

松井　雅子 さん
まつい　　　 まさこ

自家製無農薬野菜・地元の旬の野菜を使った
手作りおかず。料理教室も開催。

員
職
職
退

た
し
ま
り
な
に
話
世
お
変
大

岡
藤
加

勝

）
所
本
（

田
杉

夫
敏

）
所
本
（

間
風

子
典

）
所
支
う
よ
い
け
（

富
吉

ら
く
さ

）
所
支
う
よ
い
け
（

藤
加

郎
和

）
所
支
う
そ
う
ぼ
（

上
井

之
清

）
所
支
お
し
か
わ
（

本
山

治
繁

）
所
支
お
し
か
わ
（

須
三

也
達

）
所
支
総
北
（

藤
内

益
勝

）
所
支
総
北
（

野
星

り
お
か

田
保

萌

）
所
療
診
畜
家
部
東
（

本
岡

一
芳

）
所
療
診
畜
家
部
東
（

屋
古

浩

）
所
療
診
畜
家
部
北
（

井
松

崇

）
所
療
診
畜
家
部
北
（

田
平

昇

）
所
療
診
畜
家
部
北
（

島
加

宏

）
所
療
診
畜
家
部
北
（

沼
小

子
隆

）
所
療
診
畜
家
部
北
（

永
吉

二
真

）
所
療
診
畜
家
部
西
（

橋
高

純
香

）
所
張
出
宿
関
所
療
診
畜
家
部
西
（

村
中

子
合
百

）
所
張
出
宿
関
所
療
診
畜
家
部
西
（
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大切なお知らせ 口座振替の登録をお願いします口座振替の登録をお願いします

2
0
2
4
年
　
夏
　
N
o. 1
6

千
葉
県
農
業
共
済
組
合

 住
所：〒

260-0031 千
葉

市
中

央
区

新
千

葉
3-2-6 農

業
会

館
内

TEL：043-245-7449　
FA

X：043-247-0895　
https://nosai-chiba.or.jp/

詳しくは、
最寄りのNOSAIまで
お問い合せください。

　組合員の皆さまから共済掛金等を安全に
納入いただくため、農林水産省と県の指導に
より、職員訪問による現金集金を原則廃止と
しています。
　何卒ご理解いただき、口座振替での納入の
ご協力をお願いいたします。
　万が一、振替ができなかった場合等は、組
合から送付する払込票にてコンビニエンス
ストアから納入ください。  

組合員ご本人が、ＮＯＳＡI事務所に
お越しのうえ納入いただく場合は、
現金納入も取り扱います。 

〒289-1326 山武市成東735-1
TEL ／ 0475-82-2332山武センター

〒289-2613 旭市後草1117
TEL ／ 0479-55-2083海匝支所

〒289-2134 匝瑳市横須賀306-2
TEL ／ 0479-72-1255匝瑳センター

〒287-0042 香取市山之辺1番1
TEL ／ 0478-58-5611香取支所

〒285-0911 印旛郡酒々井町尾上125-2
TEL ／ 043-481-6911北総支所

〒278-0005 野田市宮崎208-2
TEL ／ 04-7128-6030東葛センター

〒260-0031 千葉市中央区新千葉3-2-6
TEL ／ 043-245-7449本所

〒290-0207 市原市海士有木236
TEL ／ 0436-36-1161けいよう支所

〒264-0021 千葉市若葉区若松町2161-9
TEL ／ 043-232-3722千葉センター

〒292-0014 木更津市高柳1003
TEL ／ 0438-23-0371ぼうそう支所

〒294-0005 館山市安東73-2
TEL ／ 0470-22-9011安房センター

〒299-4413 長生郡睦沢町上之郷2192-1
TEL ／ 0475-36-2701わかしお支所

　流山市、野田市にてネギ、小松菜を１０㌶栽培
している中山友和さん。家族三代、研修生をあわ
せて１４名で年間を通して作付けしています。

「販路があっても労働力がなければ栽培面積を
大きくできない。近年は人材確保に苦労してい
ます」と中山さん。
　「今も３人の子どもたちが一緒にやってくれて
いるので、これからは若い人がやりやすいよう
に教えていきたいし、また若い人たちの意見も
参考にしながら経営をしていき、将来的には継
いでもらいたい」と語ってくれました。

～今回の表紙～

 なかやま　  ともかず

中山 友和さん（46歳）




